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〔保 健 〕

1研 究主題

健 康 な 生 活 を 自 ら実 践 して い く力 を 培 う保 健 学 習

皿 研 究 主 題 設 定 の 理 由

これか らの学校教育は、 「ゆ とり」の中で 「特色 ある教育」を展 開 し、 自ら学び、 自ら考 えるカ、

豊かな人間性 、た くま しく生 きるための健康や体力の育成な どの 「生 きるカ」を育成す ることが求め

られている。 また、児童 の心身の健康問題 の深刻化や 多様化、発育 ・発達 の早期化 、生活 習慣病の兆

候な どを踏まえ、教育課程審議会答 申の保健 の改善方針 にっいては 「生涯 を通 じて 自らの健康 を適切

に管理 し、改善 してい く資質や能力 の基礎 を培 うため、健康の大切 さを認識 し、健康な ライフスタイ

ルを確立す る観点に立って、内容 の改善を図ること」 と示 された。

このよ うな趣 旨を踏 まえ、新学習指導要領の体育科 にお いては、 目標 を 「心 と体を一体 としてとら

え、適切 な運動 の経験 と健康 ・安全 についての理解 を通 して、運動 に親 しむ資質や能力 を育てる とと

もに、健康の保持増進 と体力の向上 を図 り、楽 しく明るい生活を営む態度 を育て る」 とし、運動領域

と保健領域 とを一層 関連 させてい く考 え方 が強調 されてい る。

保健学習においては、健康の大切 さや安全の必要性 な どの基礎 的 ・基本的 な内容 を単に知識や記憶

と して とどめるだけではな く、身近 な生活 にお ける課題 を発見 し、解決する過程 を通 して実践的 に理

解す るこ とが大切である。また、健康 ・安全についての実践的な理解を通 して、自らの生活行動や身近

な生活環境 における課題 を把握 し、改善す ることがで きる資質や能力の基礎 を培 うことも大切 である。

そ こで、研究主題 を 「健康 な生活を 自ら実践 してい くカ を培 う保健学習」 と設定 し、児童が健康 ・

安全 にっ いて考 え、理解 した ことを主体 的に生活 に生か してい くことがで きる力の基礎 を培 うた め

の保健学習の進 め方について追究 してい くことに した。

児童 は、健康 ・安全の大切 さを、知識 として理解 していて も、それ らが実際の行 動には結び付い

ていない とい う現状 がある。 この現状 を踏 まえ、児童が健康 ・安全について、その大切 さをよ り深 く

認識 し、実感 で きる学習か ら、 さ らに行 動 に結び 付 け 、実践 しよ うとす る学習へ とつなげる工夫

を し、主題 に迫 りた い と考 えた。

皿 研究の構想

健康な生活を自ら実践していくカを培う保健学習

保健学習において、体験的な活動を取 り入れることで、健康の大切さを実感す

ることができれば、健康な生活を自ら実践 していく力を培うことができるだろう。

(研究の内容)1/7〔 体験的な活動の工夫1＼

実証授業 ・分析と考察
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N研 究の内容

1調 査研究

(D調 査の 目的

保健 に関す る児童の意識や生活実態 と教師の意識や指導実態を探 り、本年度 の研究 を進 めていく

手がか りとす る。

(2)調 査の方法

①調査期間 ・方法 平成12年6月 下旬 質問紙法による

②調査対象 と対象者数

児童 第一 ・第二分科会研究員所属校の第3,4,5,6学 年児童

教師 第一 ・第二分科会研 究員所属校及び所属地域にお ける無作為抽 出校 の現3,4,5,6年 生

担任 の教師

第3学 年 第4学 年 第5学 年 第6学 年 合 計

児 童 989人 1,016人 932人 1,018人 3,955人

教 師 103人 100人 104人 111人 418人

(3)調 査の結果 と分析

◎児童用 ア ンケー ト (⑧ ～ ⑩ は、5・6年 生 の み 実施 。)

①あなたは毎日を健康に過ごすために、
気を付けていることがありますか。

ある:::
54%:;:健 康 に気を

付けて生活し

ている児童は

半数程度であ

る。

食事 ・栄養

睡眠 ・休養

遊び ・運動

衛生 ・清潔

その他

『食事 ・栄

養』に対す
る意識は全
項 目中では

高いものの
全体的にみ
ればどの項

目も意識は
低い傾向に

ある。

③ ①で 「ある1と 答えた

ムは、今 自分で気を付けて
いることの他に、毎 日を健

康(元 気)に 過 ごすには、

どんなことをしたらよいと

思いますか。 したらよいと

思 うことをあるだけ書きま

しょう。(複 数回答可)

睡眠 ・休養

遊び ・運動

食事 ・栄養

衛生 ・清潔

その他

0%20%40%60%

④ ① で 「ない1と 答えた

人は、毎日を健康(元 気)
に過ごすには、どんなこと

をしたらよいと思います

か。 したらよいと思 うこと

をあるだけ書きましょう。

(複数回答可)

食事 ・栄養

遊び ・運動

睡眠 ・休養

衛生 ・清潔

その他

0%20%40%60%

⑤ あ な た は 、

りま す か。

(⑤ と①の設問のクロス集計)

①で実践あり

①で実践なし

020406080

ロ⑤ で好 きな ところあ り

■⑤で好 きな ところが見つか らない

⑥

ありますか。

(①と③④の設問のクロス集計)

健康に過ごすことに対する意識 と実践について

2%5%

9堕 、
健康に過ごすために意識

は しているが、実践 してい

ない児童が多い。

ロ意識 していることの全部を実践している(① ある・③なし)

團 意識 していることの 一部を実践している(① ある・③記述あり)

ロ 意識 していることはあるが実践していない(① ない ・④記述あり)

図 意識 していることも実践もない(① ない・④なし)

一3一

今はない
46%

⑦ ⑥で「ある1と答えた人は、それはどんなことですか。

(各総数に対する割合)

体のこと

心や性格のこと

友達のこと

その他

0%10%20%30%40%50%



⑨ あなたは最近、イライラするなど落ち着かないことがありま
したか。

◎教師用アンケー ト

がまんする

人に相談する

◎気分転換

×気分転換

直接的な方法

その他

■3年 担任

図4年 担任

ロ5年 担任

⑩ イライラす るなどの気 持 ちをどうや ってなくして

きましたか 。

0%10%20%30%40%50%60%

■

i η可らかの方法で気分転換をN
して気持ちを抑える児童が

多いが、不適切な気分転換
や我慢をしている児童もい

る。
幽

w㎜
,

恥

1

,

9.～ 一 ノ.■

酔罹 一 ㎜ ㎜
.ギ 醜 坪

『● ● 「...●,

㎜ さ心 、
匿 野 鰻露・ ・i

＼
遡
・

(例)《 ◎気分転換》
・歌を歌う

《×気分転換》
・物や人にあたる

《直接的な方法》
・友達とけんかした場合

話し合う

・_i

■

㎜
＼ ノ

口5年

団6年

② これから保健学習を行う上で、困ることや
指導しにくいことは何です か。(記述式)

学習の進め方

家庭の連携

資料の収集・活用

学習したことを生活の中で実践させること

学習内容

課題のもたせ方

児童の個人差・男女差

養護教繍や学校栄養職員との運携

他教科との関連

体験的な学習に取り組むこと

その他

(4)考 察及び研究の視点との関連 (児童)健 康に過 ごすために気を付けていることがある児童は、ない

児童より自分のことで好 きなところがある割合が高い傾向にある。

【目指 す児童像】 自分 の心や体 を大切に し、健康な生活 を実践 していく児童

児童①の分析より
児童① と③④の クロス

計の分析より

健康の大切 さに気付 き、実感できる学

習活動 を展開する必要がある。

教師①、②の分析 より

【研究の視点】

嬬婁汐ウ・な活 動 を勿～〃ン【カたξぎ留『魍 濯 のユ=♪ξ

友達 とのかかわ り合いをもち、相互理解を深

めていける学習活動を展開する必要がある。

児童⑦の分析より

健康な生活 を実践 してい く力を育てる

ための学習過程の工夫が必要である。

.」

自分に合った対処の仕方について実践的に学べる方法

を学習活動に取り入れてい くことが大切である。

児童⑩の分析 より

一4一



2研 究 の 考 え方 と具 体 的 内容

(1)保 健学習の考 え方

日々の学習の中に体験的な活動 を取 り入れ ることは、児童が生きてはた らく知識を獲得 し、生きる力

をは ぐくんでい く上で重要なことである。

保健学習においても、生 きるカをはぐくむためには、児童に とって身近な 日常生活の体験や事例 など

をもとに、具体的に考えた り、話 し合った りす るグループ活動、ロールプ レイングなどを用いて疑似体

験す る活動、実験 、実地調査な どの実習を積極的に取 り入れて指導 し、児童が基礎的 ・基本的な内容 を

実践的に理解す ることができるよ うにす ることが大切である。また、課題解決的な学習を進めることが

生活 に生きて働 く力を育成す る上で有効であると考えた。

(2)研 究 の具体 的内容

① 体験 的な活動の工夫

児童が、主体的に学習を進め、よ り実践的な理解を深め られ るようにす るため、各学年の単元に

おける学習過程 の中で、どこで、どの ような体験的な活動を取 り入れた ら効果的であるかを研究 し

た。

〈体験的な活動を取 り入れた学習過程の例〉

単元の終わ り単元の始め

/¥ n 〈

の結果…

＼/7▽

課題を発見するための 課題を解決するための 学習内容を確かめるための

体験的な活動 体験的な活動 体験的な活動

対処の仕方を身に付けるための

体験的な活動

o
ノー ＼

・学習に対す る意欲が高ま る。

・課題がよ り明確 にな る。

・主体的に学習 に取 り組 める。

・学習内容 を実践的 に理解 す る

ことができる。

・学習 内容 を実践 的に理解す

ることができる。
・学習内容 を生活 に生 かそ う

とす る。

実際に手を洗ってみた ら、

けっこ う汚れていた。他 に

も気 を付 け る ことが あ り

そ うだ。調べてみたいな。

分 か ら な い こ とが あ る か

ら、 自分 で調べ てみ よ う。

な る ほ ど。 実 際 に や っ て み

て 、 よ く分 か った ぞ。

実 際 にや って み て、けが の

手 当 て の 仕 方 が よ く分 か

りま した。 これ か らは 、け

が を して も、あ わて な いで

手 当て がで きそ うで す。

⑨
一5一



② 単元設定の時期 や期 間の工 夫

各学年の学習内容について、児童の学習がより主体的、効果的に進め られるよ うに、単元の時期

や期間をどのよ うに設定すれ ばよいかを研究 した。

ア 単元設定の時期

保健学習を健康教育全体の中の一部 として とらえると、各学校の年間指導計画の どの部分に位置

付 けるかを考えることが大切である。そ こで、定期健康診断や水泳指導の行われ る時期、インフル

エ ンザの流行する時期など、適切な時期 に効果的に学習が進め られるよ うに、時期 を考慮 した単元

を設定 した。

〈単元設定の時期の例〉

4月 5月 6A7A 9月 10月 11月 12月 1月i2月i3月

毎 月 の健 康
と生活
けがの防止
㌧Lノ

r__..__

育ちゆく体とわたし
'L切健康

病気の予防
/ノ
1幽

イ 単元設定の期間

児童が課題 を解決す る学習では、そのための活動の時間を十分確保す ることが大切である。そ こ

で、保健学習の1つ の単元において、児童が自分で取材を した り、自分の生活 を振 り返った りする

ための時間が確保 できるよ うな期間の設定を工夫 した。

〈学習時間の間にゆ とりをもたせた学習過程の例〉

単元の始め 単元の終わ り

課 題 を 発

見す る。

課題に取 り組むための時間を十分に確保す る。

自分 の めあ て が決

まった ら、時間をか

けて調べてみ よ う。

自分の生活 を実際

に振 り返 りなが ら

考 えてみ よう。

課題 を 解

決す る。

学 習 内 容 を

確かめる。

対 処 の 仕 方

を 身 に 付 け

る。

③ 他教科等 との関連

保健学習において、学習の効果を高めるために、運動領域の内容や他教科等の内容 との関連及

び、専門性を有す る人や家庭 との連携 を図ることが大切である。そ こで、保健学習 に他教科等の内

容 を取 り入れた り、保健学習で学んだ内容を他教科等で生か した り、養護教諭や学校栄養職 員な ど

とのT.Tを 取 り入れた りす るな ど、他教科等 との関連を工夫 した。

〈他教科 の内容 と関連をもたせた学習過程 の例〉

他教科等 との関連

○体育科の運動領域(体 ほ ぐしの運動な ど)

○家庭科の内容(食 事への関心・住 まい方への関心な ど)

○学級活動の内容(日 常の生活や学習への適応及び健康や安全に関することな ど)

○総合的な学習の時間

○専門性 を有す る人(養 護教諭 ・学校栄養職員など)や 保護者 と連携 した指導 など
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3実 践事 例

(1)第3学 年 「毎 日の生 活 と健 康 」(4時 間扱 い)

①学習過程
単元のねらい

○ 健康の大切 さを認識す るとともに、健康に よい生活の仕方が理解 できるよ うにす る。
・毎 日を健康 に過 ごすた めには、食事、運動 、休養及び睡眠の調和 の とれた生活

を続 ける必要があ ること。
・毎 日を健康 に過 ごすた めには、体 の清潔 を保 つ ことや明 るさ、換気 な どの生活

環境 を整 えることな どが必要であ ること。

「手を洗 う実験」 を通 して

健康 な生活 の仕 方 に関 心

をもつ。

健康 な生活を過 ごす ため

にいろい ろな ことを行 っ

てい るこ とを理解 す る。

健 康 な生活 を過 ごす た め

に は一 日の生活 の仕 方が

深 くか かわ ってい る こ と

を理解す る。

健康 な生活 を過 ごす た め

に様 々な保 健活 動 が行 わ

れてい ることを理解す る。

健康 な生活 を過 ご して い

くた めに大切 な ことを表

現す ることができる。

健康 な生活 を続 けて い こ

うとす る意欲 を もつ。

学 (☆体験的 な活動)

健康 な生活を過 ごすために大切 な ことを考 えよ う。

0健 康 の意味 を考 える。

☆手 を洗 う実験 をす る。

健康 な生活 を過 ごすために行 ってい ることには
どんな ことが あるのか考え よ う。

○健康な生活 を過 ごすために 自分 たちが行 ってい る
ことについて話 し合 う。

☆1週 間、生活 チェ ック表 をつけてい く。

生活チ ェック表 を見て生活の仕方 を

調 べてみ よう。

○生活チ ェ ック表 を見て気付いた ことや分か った こ

とにつ いて話 し合 う。

健康な生活 のた めに行 ってい ることを絵の中か ら

見付 けよ う。

○気持 ちよ く生活す るために、学校 では様 々な保健

活動 が行 われてい ることについて話 し合 う。

学習 のま とめを しよ う。

☆学習 した ことを基 に、健康カル タを作 って遊ぶ。

○作品 を発表 し合 い、健康 な生活す るため に大切 な

活 動は これ か らも続いてい くことを確 認す る。
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②授 業事例(1/4時)

本時のね らい ・「手を洗 う実験」を通 して、健康な生活の仕方に関心をもつ。
・支援 ◎評価

学 習 活 動 教 師 の 支 援

健康 な生活 を過 ごすために大切なことを考えよ う。

1健 康の意味について考える。

今 日の調子は どう9
今 日は元気 だ よ。

ち ょっ と眠 い よ。 ゲ ー ム をや って

い て、寝 るの が遅 くなっ ちゃ った。
◎

・話 し合い活動の後 に、体や心

の調子がよいことを健 康 とお

さえる。

◎健康の意味が分かったか。

体や 心 の調 子 が よい こ とを、 「健 康Jと いい ます。

2手 を洗 う実験をする。

○手 を洗 う理 由を発表す る。

今 日は 、手 を洗 う実験 を してみ ます。

・自分 の 生活 を振 り返 り、 自由

に 発 表 で き る よ うに 助 言す

る。

喫』"

久^

曽

み ん なは 、 ど う して手 を洗 うの9

汚 れ て い

るか ら。

ば い菌 が体 の 中に

入っちゃ うか ら。

・実験 の ポイ ン トを示 す。

① 片 く り粉 を固 めた の りを 、ハ ン ドク リー ムの よ うに 手 と手

首に よ く塗 って 、 乾かす 。

② 水で 手 を よく洗 って 、ふ かず に水 を き り、 ヨ ウ素液(水1

リッ トル につ き ヨ ウ素 液10ミ リリッ トル)に ひ たす。

③ の りが落 ちてい な い ところ が紫色 に 変わ るの で 、汚れ が残

ってい る様 子を見た 後 、石鹸 を使 って 手を よ く洗 い 、 また

ヨ ウ素液 につ け て汚れ の落 ちを確 か め る。

⑨
こ う洗 えば、きれ い

に な るのか。

◎意欲的 に手を洗 う実験 に取 り

組む ことがで きたか。

なかなか、汚れが

落ちないなあ。

手を洗 うことも大切 なんです よ。

3健 康 に過 ごすた めに行 っている ことについて考 える。

健康のために、他にはどんな ことを していると思 う?

嫌 い な もの も、食 べ る よ うに して います 。

4分 か った こ とや思 った こ とを学 習 カー ドに記入 す る。

◎

當
他 に も、健 康 の た め に してい る こ とが あ りそ うで

す ね。 聞 いてみ て もい いです ね。

・自分 の生 活 を振 り返 り、 自由

に 発 表 で き る よ うに 助 言す

る。

◎健康な生活の仕方に、関心 を

もつ ことができたか。
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(2)第4学 年 「育 ち ゆ く体 とわ た し」(4時 間 扱 い)

① 学 習過 程

単 元 の ね らい
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学 習 活 動(☆ 体 験 的 な活 動)

自分 の 体 の 変 化 に つ い て 調 べ よ う。

○ 以 前 使 っ て い た 机 、 帽 子 、 洋 服 な ど を 見 て 、 今 ま で の 体 の
変 化 と これ か ら の 体 の 変 化 に つ い て 関 心 を もつ 。

1年 生 か ら4年 生 ま で の 身 長 の 変 化 を 調 べ よ う

○ 身 長 に つ い て 取 り上 げ 、 自分 の 伸 び を テ ー プ で 表 し た も の

を 見 て 、 年 齢 に 伴 っ て 変 化 して い る こ と に 気 付 く。
☆ テ ー プ を グ ラ フ に 表 し 、 自分 の グ ラ フ と 友 達 の グ ラ フ を 見

合 う。
○ 体 を よ り よ く発 育 ・発 達 させ る た め に は ど う した ら よ い か

経 験 を 基 に 考 え る 。

男 女 の 体 の 変 化 に つ い て 考 え よ う。

○ 男 女 の 子 ど も の 図 を 見 て 比 較 し、 性 ・器 以 外 で 顕 著 な 違 い は

見 あ た ら な い こ と に 気 付 く。

○ 成 人 男 女 の 違 い と こ れ か ら の 成 長 を 知 る 。

大 人 に な る と ど の よ う な 違 い が 現 れ る か 考 え よ う。

☆ グ ル ー プ で 話 し合 い 、 シ ル エ ッ トカ ー ドに 思 春 期 に 発 現 す
る特 徴 を 描 き 加 え な が ら成 人 の 体 に 近 付 け て い く。

(発 毛 、 変 声 、 体 つ き な ど)
○ 自分 た ち の 作 っ た 体 の 図 と完 成 図 と を 比 較 し 、 これ か ら の

自 分 の 発 育 ・発 達 に 気 付 く。

男 女 の 体 の 変 化 に つ い て 考 え よ う。(精 通 、 初 経)

でつ一の象現くづ近に体の人大

む
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知

知
知
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い
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つ
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に
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象

象
象
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と
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の
に
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通
経
声

性

る

精

初
変

異

あ

○
○

○
○

思 春 期 を 迎 え た 友 達 に どん な 言 葉 か け を して あ げ れ ば よ い か 、
ロー ル プ レイ ン グ を 通 して 考 え よ う。

○ 日常 の 起 こ り そ う な 場 面 で 、 自分 な ら ど ん な 言 葉 か け を す

る か 考 え る 。
☆ グ ル ー プ で 考 え た こ と を ロー ル プ レイ ン グ で 発 表 す る 。

学 習 の ま と め を し よ う 。

○ 学 習 し た こ と を 基 に 、 こ れ か らの 自分 の 生 活 に つ い て 考
え る。
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②授業事例(4/4時)

本時のねらい ・思春期を迎えた友達に対する言葉かけを考える。
・学習したことを基に、これからの自分の生活について考える。 ・支援 ◎評価

学 習 活 動 教 師 の 支 援

思春期を迎えた友達にどんな言葉かけをしてあげればよいか考えよう

1思 春期で悩んでいる友達に、どんな言葉かけをしたらよいか考える。

0悩 みに対する答えを自分で考える。

昏6タ
思春期のことで悩んでいる友達から相談を受け

たら、どう答えるかな。

言葉かけのポイン ト

正 しい説明

2安 心できる言葉

悩んでいる友達にどう言った ら安心

するかな。

2グ ループで考えたことをmル プレイングで発表する。

○どんな言葉かけがよいか考えながら、グループ内でロールプレイングをする。

○○君が考えたように言われるとうれ し

いと思 うな。 o
○ロールプレイングで発表す る。

大人になるための大事なことなんだよ。個人

差があるんだよ。

そ うか。個 人差が あるか ら心配 しな くて もいいん

だ。ほっ としたよ。
愚6二

AるA

曽

3こ れまで学習 してきたことを振 り返 り、分かったことや思ったことを学習

これまで学習 してきて どんなこと

が大切だと思った?

生活 の仕 方 に

気 を付 けてい

こう。 趣
愚佑

㌘ ⑳ 自分 の体 を大

切にしたい。

体の成長 は 一人一人

違 っていいんだ。

・初経、精通、変声、発毛等の

事例のうち、実態に応 じてい

くつか取 り上げるようにす

る。
・相談を受けた友達になりきっ

て言葉かけを考えるよ うに

助言する。
・今までの学習を思い出して考

えるように助言する。

・ロール プ レイ ン グのや り方

につ い て説 明す る。

・グループでよいと思った言葉

かけを選ぶよ うに助言す る。

・相談する人を教師が行い、児

童が相 談を受けた友達 とし

て発表する。
・教師が言葉かけに対し認め賞

賛する。

◎これか らどんな言葉かけを

すればよいか分かったか。

◎今まで学習 してきたことを

基に、これか らの自分の生活

について考えることができ

たか。
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(3)第5学 年 「けがの防止」(4時 問扱い)

① 学 習過程
単元のね らい

○ けがの防止 につ いて理解 す るとともに、 けがな どの簡単 な手当ができるよ うにす る。
・交通事故、学校生活の事故な どによるけがの防止 には、周 囲の危険 に気付いて、
的確 な判断 の下 に安全 に行動す ることや環境 を整 えることが必要 であること。
・けがを した ときな どは、速や かに手 当をす る必要があること。 また、簡単な手当

ができる こと。

学校生活で起 きるけが と

その原因 を知 り、けがの

防止 にっいて理解す る。

実際に校 内を歩いて調べ、

環境 を安全に整 える必要

性 を理解 し、 自らの行動

を振 り返 る。

自分の家の周 りな ど身近

な ところで起 きる事故 と

その原因 を知 り、その防

止につ いて理解す る。

自分 のできるけがの手 当

を知 り、実際にで きるよ

うにす る。

けがを どのよ うに防いだ らよいか考 えよ う。

☆ 自分 が け が を した とき の こ とを 思 い 出 し、 ブ レイ ン

ス トー ミン グを す る。

学校で起 きる事故 を防 ぐ方法を考えよ う。

○学校で起 きるけが の原因 について話 し合 う。

○けがの防止について考え、話 し合 う。

☆校 内 を歩 き、危 険な ところや安全 に工夫 してい ると

ころを探す。

○けがの防止 には、環境 を整 えるこ とが必 要 とい う

とを知る。

○ けがを防 ぐ方法 について考え、話 し合 う。

身近 な生活の事故を防 ぐ方法を考え よう。

○身近 に起 きる事 故につ いて考え、話 し合 う

○ 自分の家 の周 りで、危険 な ところや安全 に工夫 して
い る ところがないか考 え、話 し合 う。

○他 に もい ろい ろな事故が あ り、水 の事故 につ いて も

注意が必要な ことを知 る。

○身近 な ところで起きる事故の防止につ いて話 し合 う。

自分でで きるけが の手 当を身に付 け よ う。

0け がをしたときにどの ようなことをしたか話 し合 う。

☆養護教諭に正 しいけがの手当の仕方を聞き、実習する。

Q単 元全体を振 り返 り、分かった ことや感想を発表す る。
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②授業事例(1/4時)

本時のねらい ・学校生活で起きるけがとその原因について知 り、けがの防止について理解する。 ・支援 ◎評価

学 習 活 動

学校生活で起きる事故の原因を考えよう。

1自 分の体験をもとに発表し合 う。

学校で生活しているときに、どんなけがをしたことがあります瓜
11
'

(&購

(亟亟アO」
2体 験したけがの原因について考える。

㊧う@
どうしてそんなけがをしたんだろう。考えてみよう。

◎
不注意だった。 よく

見ていなかった。

けんか を して

いた。

ろ うかですべ

った。

カぜをひいて

いた,

3け がは、体の調子や心の状態、環境によっておこることを知る。

けがの原因が分けられそうだね 分けてみよう。

L-

D

◎
〔亟こr「匿rノ
麟

ろうかがすべ

るのは環境だ

4学 校の安全探検隊になって校内の巡視をする準備をする。

じ

みんなけがを

しない工夫は

ないか偽

学校の安全探検隊になろう。

けがをしやす

趣
い ところは と

こだろ う。 ㊨

教 師 の 支 援

・ワークシー トを活用する。

・環境にも目を向くように言葉かけを

する。

◎けがの原因について考えることがで

きたか。

・キー ワー ドとして2つ の要素を投げ

かける。

・学習カー ドを使って、分けていく。

◎けがは、人の行動、環境によってお

こることを知ることができたカ㌔

・カー ドに予想を書 くようにする
。

・次時への意欲をもつようにする。

◎校内の安全調べに意欲がもてたカiO
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(4)第5学 年 「心の健康」(5時 間扱 い)①
学習過程
単元のね らい

○ 心の発達及び不安 、悩みへの対処の仕方について理解できるようにす る。
・心は、いろいろな生活経験 を通 して、年齢 とともに発達す ること。
・心 と体は密接 な関係 にあ り、互いに影響 し合 うこと。
・不安や悩みへの対処には、大人や友達 に相談す る、仲間 と遊ぶ、運動をす るな どいろいろな方法があ
ること。

時

1

2

3

4

5

ねらい

心 に つ い て の

関 心 を 高 め 、

自分 の 心 の成

長に気付 く。

心 も体 と同 じ

よ うに成 長 し
て い る こ とや

心 と体 に は 関

係 が あ る こ と

に 気付 くこ と

を理解する。

自分 の 課題 解

決 に向 け て の

計 画 を立 て る
ことができる。

調 べ た こ と を

ま とめる。

を

、
に
解

の
が

悩

る
す

と

い
題

理
心

た

や
く

解

こ
合

課

の

、
し
安

て
理

た

し

の

て
め

に

不
出

を

べ
表

つ
い
深
達

、
が
と

む

調

発

二

つ
を

発

い
み

こ
る

心 の不 安 や 悩

み の対 処 法 を

体 験 し、 自分
に合 った 方 法

を見付ける。

「心 の 健 康 」

の学 習 で 学 ん

だ こ と を ま と

める。

学 習 活 動 (☆体験的な活動)

心の探検隊 となって、みんなで心の健康 について探 ってみ よ う。

心 につい て 思い つ くこ とを発 表 してみ よ う。

○ 心 につ いて 知 りた い こ とや 疑 問 に思 うこ とを発 表 し、心 につ い て 関心 を

もち、 心 に対 す るイ メー ジ を膨 らませ る。 ☆ 「ブ レイ ンス トー ミン グ」

小 さい頃 と比べて、心や体は どの ように変化 して きたのだろ う。

○ 自分 の体の成長 を確認す る。 ○ 自分の心 の成長 に気付 く。 ○心の様 子が
体に表出す る場面 を思い起こ し、心 と体が関係 してい ることに気付 く。

↓
○心 も体 と同 じよ うに成長 していることに気付 く。-Aグ ループ
○心 と体が、深 く影響 し合 っていることに気付 く。-Bグ ループ

AとBの グル ー プ に分か れ て、心 の健 康 につ い て調 べ よ う。

○調べたい課題 を決め、予想 を立てなが ら課題解決的な学習に取 り組む。

「私たちの心ってどんなふ う

に発達 してきたのだろう」

「心 の発 達」

「心 と体はどのよ うに関係 し

合っているのだろ う」

「心 と体 の密 接 な 関係 」

調べ る方法 を決めて探ってみよ う。

○ 方法 イ ン タ ビューや ア ン ケー ト

な ど

○対象 クラスの友達6学 年 保護者

みんなに知 らせ るために、自分たちが調べた ことをま とめよ う。

自分たちが調べた ことをみんなに広 めよ う。

○ 「心が発達 していること」 と 「心 と体が密接な関係にあること」を体験
を通 して、理解す る。

↓
○ 「心の発達」に伴い不安や悩みが出て くることを知 る。

↓
○不安や悩み につ いて話 し合 い、少 しでも軽 くできる方法を知る。

心の不安や悩みは、 どうした ら軽 くす ることができるだろ う。

○ 「不安や悩みの対処教室」で自分の対処法を出 し合い、い くつか全員で

体験す る。 ☆音楽を聴 く。☆友達や大人に相談す る。「ロールプ レイング」
○☆ 「体ほ ぐしの運動」 を体験 し、対処法の一つであることを知 る。

心の探検隊になって、分かった ことをまとめよ う。

○今まで学習 した 「心の健康」についてのま とめをす る。
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② 授業事例(5/5時)

本時のねらい ・心の不安や悩みの対処法を体験 し、自分に合った方法を見付ける。
・ 「心の健康」の学習で学んだことをまとめる。

学 習 活 動

心の不安や悩みは どうした ら軽 くすることができるだろ う。

1調 べてきた不安や悩みを軽く

する方法を発表する。

運動する。

撚

大声 を出す。

寝 る。食べ る。

声をかける。

相談する。 趣

どんな方法があった

か発表してみよう。

ゆ っ くり とお 風 呂

に入 る。

友達とおしゃべり

をする。

2心 と体をリラックスすることが

大切だ とい うことを知る。

(1)音 楽 を聴く。

「不安や悩みの対処

教室」をしよう。

音楽を聴くと心がゆったり

した気がしたよ。

轡

(2)ロ ールプレイングをする。

○相談する側と相談される側に

役割分担をする。

(3)「 体 ほぐしの運動」をする。

話 してみて、す っ

き りした よ。 ◎
心 も体 もリラ ックス

できたよ。

「心の探検隊」になって、分かった ことをま とめよ う。

3本 単元で学習 したこと 「心の健康」

についてのまとめをする。

當

心の粛鰍 こなってどんな

ことがわかったかな、

成長にしたがい、だれにも不安

や悩みが出てくること。

学習したことをどんなふう

に生かしていきたいカな、

自分に合った対処法

があること.

筐

もっと心を発達させたいな、

心も健康でいたいな,

不安や悩みがでてきたら、今日

のことをやってみようかな, 趣
14一

・支援 ◎評価

教 師 の 支 援

・不安や悩みの原 因を取 り除く方法

と、軽 くする方法の2つ があること

を知 らせる。

・よりよく対処できる方法に目が向く

ようにする。

◎いろいろな対鱈 去を知ることができ

たか。

・リラックスのできる環境(部 屋の広

さや室温など)を 整える。

・だれにも将来
、不安や悩みが起きる

ことを知らせる。

・自分に合った対処法を見付けられる

ようにする。

・音楽の聴ける機器を用意する。

・ロールプレイングについては台本を

用意する。

・ 「体ほぐしの運動 についてはゆっ

た りとした気分 になれるものを選

ぶ。

◎体験を通 して対処法を実践 しようと

する意欲がもてたか。

・ 「心のノー ト」を読み返 し、学習 し

たことを振 り返ることができるよう

な声かけをする。

・わかった ことや感 じたことな どを

「心のノー ト」にまとめられる時間

を確保する。

◎心の懸 について学習 したことをま

とめることができたか。

・本時で学習 した対処法だけでなく、

単元を通 して これからの生活に生

か していけそ うな ことに 目がむく

ように支援する。

・生かしていけそ うなことを 「心のノ

ー ト」に書 く時間を確保する
。

◎学習 したことを生活にいかそうとし

ているカ㌔



(5)第6学 年 「病気の予防」(8時 間扱い)

①学習過程

単元のねらい

0病 気の予防について理解できるようにする。

・病気は、病原体、体の抵抗力、生活行動、環境がかかわ りあって起こること。

・病原体が主な要因 となって起こる病気の予防には、病原体を体に入れないことや病原体に対する体の抵抗力を高め

ることが必要であること。

・生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、栄養の偏 りのない食事や 口腔の衛生など、望

ましい生活習慣を身に付けることが必要であること。また、喫煙 、飲酒、薬物 乱用な どの行 為は、健康 を損 な

う原 因 とな るこ と。

時 ねらい 学 習 活 動(☆ 体験的な活動)

病気について理解する。

(自分の生活に関心をも
一
病気の起こり方や予防について考えようn

ち一 人一人の生活習慣 を

振 り返 る。)
一f病 気とは何か?ど んな病気があるかを考える1

0病 気について理解する。

かかった病気や知ってい ・病気にっいての初歩的な理解ができるようにす る。

る病気を取り上げ、病気の ・病気 と健康の違いについて意識できるようにす る。

1 発生要因について理解す O簡 単な生活チェック表を参考に自分の生活習慣を振 り返ることができる。

る 。 ・自分のこととして振 り返られるように、簡単な生活習慣チェック表を事前に配ってお

き、記入 しておくよう指示する。

【 病気の要因について考えよう。t

O「 かぜ」など身近な病気 を取 り上げ、病気は、病原体、体の抵抗力、生活行動、環境

がかかわって起 こることを理解する。

・人権的な酉濾 をする。
・第4時 に使 う生活行動チェック表を配 り、記入 してお くように指示する。

病原体がもとになって起

こる病気を取 り上げ、病気 1病 原体がもとになって起こる病気の起 こり方について考えよ う。1

の起 こり方について理解 ○ 「インフルエンザ」などを例 として病気の起 こる原因を考える。

す る。 ・病気の原因と病気の因果関係を複合的に考えるようにうながす。

2 0目 に見えない細菌(ウ イルス)が 原因になっていることを理解するためにあ らか じめ

培養 していたものを見て細菌の存在を理解する。

☆寒天地培養実験を行 う。(結果が出るまで24時 間ないし数日かかる)

・細菌の取 り扱いに十分配慮する。

・寒天地を用意 し、児童の手の細菌を採取する。

病原体を体の中に入れな

いことや体の抵抗力を高 _病 原体がもとになって起こる病気の予防について考えよう。

めてお くことが大切であ ○培養された細菌を見ることによって、病原体の体内への進入経路 について考え、防ぐ

ることを理解する。 方法を考える。(手 洗い、 うがいな ど)

○体の抵抗力を高める方法を考える。(予防接種や調和のとれた食事、適切な運動、休養

3 及び睡眠)
・その他にも、環境を整 えるなどの予防方法があることを理解できるよ うにする。

生活習慣病など生活行動
生活習慣病の要因や、自分の生活行動の問題点を見付け、予防方法を考えよう。が主な要因となって起こ

4

る病気の起 こり方につ い

て考える。
○生活行動チェック表を参考に自分の生活行動の問題点を見付ける。
・食事(栄 養)、休息(目郵民)、運動などの観 転から考えるようにする。

望 ま しい生活習慣 につい

て考える。

0よ り健康な生活を送るための生活行動を考える。(適 切な運動 ・調和のとれた食 事 ・

口腔の衛生など)
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時

5

ね らい

自分たちの生活の中には、

自ら釧建康に悪い影響を

及ぼす行動があることを

理解する。

喫煙や飲酒、薬物乱用など

が体に及ぼす影響につい

て調べる計画を立てる。

取材のために一週間

あける。

6

7

8

喫煙や飲酒、薬物乱用など

が体に及ぼす影響について

調べ、まとめる。

調べたことを発表 し合 うこ

とで、課題に対する自分の

考えを深める。

ロールプ レイングを通 して

断 り方を身に付ける。

これまでの学習を振り返り

自分の今後の健康な生活に

いて考える。

学 習 活 動(☆ 体験的な活動)

自分たちの生活行動とかかわって、他にも健康を損なわせるものがあること

を調べよう。

○ 自分たちの生活行動や病原体以外にも、健康を損なわせるものがないか話 し合 う。

(喫煙、飲酒、薬物乱用など)

・それ らも自らの行動によって健康を損な うことがあることに気付くよ うにする。

・薬物乱用について児童から出にくい場合には、提示す る。

・薬物については、シンナーなどの有機溶剤を取 り上げ、覚せし済gなどの様々な物があ

ることに触れる。

・喫煙、飲酒、薬物乱用については、法律で年齢制限された り、禁止 された りしている

ことや低年齢か らの乱用は特に害が大きいことにも触れるようにする。

○テーマ ごとにグループをつくり学習計画を立てて、喫煙や飲酒、薬物乱用などから、

体に及ぶ影響な どについて調べる。

☆調査活動

・調べる計画を立てることで学習の見通 しがもてるようにす る。

・調べる活動の時間を確保するために、次時までの期間をあける。

学習計画に沿って実際に調べてみよう。

○前時に考えた計画に沿って課題に取 り組む。

・調べる意欲を高めるために文献や ビデオ、写真などの資料をあ らかじめ準備 してお く。

・課題ごとのグループ間で晴報交換することで内容の質 を高める。

○調べた内容の発表準備 をする。

調べた内容を発表 した り、誘惑の断 り方を練習 した りしよ う。

0調 べた ことや分かったことを課題 ごとに発表する。

・発表内容の理解 を深めるために、感想や質問などの意見交換を行 う。

・発表を分か りやすくするために資料の提示の仕方(ビ デオや写真、実験結果)を 効果

的に活用するよ うに助言す る。

・発表内容をより深 く理解するために、ワークシー トを活用す る。

☆教師が提示するロールプ レイングを行 う。

・断る役を順次に交代 して行 うよ うにする。

・ロールプ レイングを行って感 じたことや考えたことを口頭で発表する。

これまでの学習をまとめ、自分の健康プランを考えよう。

○病気の予防を学習 してわかったことや気を付けたいこと、今後の生活の仕方をワーク

シー トに記入 し発表す る。

・考えを深めるために、これまでに学習 したことを一一一っずつ取 り上げなが ら確認する。

・記入 したことを発表することで、自分が今後、健康な生活を送ろ うとする意識を高め

る。
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〔表 …現i運 動 〕

1研 究 主 題

表 現 運 動 の 楽 し さ を 求 め 、 自 ら 活 動 を 工 夫 す る 体 育 学 習

一 リズム ダ ンス の学 習 を通 して 一

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

現在 の子 ども た ちを と りま く生活 環境 は、急 激 に変化 し、運 動 に興 味 を もち活発 に運 動 す

る者 とそ うで ない者 との 二極化 が進 んで い る。 また 、い じめや 不登 校 な どの様 々な 問題 の背

景 に あ る対 人 関係 を うま く築 けな い子 どもた ちの増加 も指 摘 され て い る。

こ うした現 状 の 中、学 習 指 導要 領 が改 訂 され 、 体育 科 にお い て は 、 「心 と体 を一 体 と して

とらえ、適 切 な運 動経 験 と健康 ・安全 につ い て の理解 を通 して、運 動 に親 しむ資 質や 能力 を

育 て る と ともに 、健康 の保 持 増進 と体 力 の 向上 を図 り、 楽 しく明 るい生活 を営む 態度 を育て

る。」 こ とが 目標 と して示 され た。

表現 運動 領 域 の リズ ム ダ ンスは 、達成型 や 競争 型 の学 習 とは異 な り、動 くこ と自体で 楽 し

さを体感 してい くこ とがで きる。 また 、踊 る過程 にお いて 、動 きや 息 を合 わせ るな どの仲 間

とのか かわ りが 自然 に生 まれ る運動 で あ る。 この ことか ら、表 現運 動 の楽 し さを求 める こ と

が 、学習 指 導要 領 の改 訂 の趣 旨で あ る 「子 ど もに とってや さ しい運 動 で体 を動 かす 心地 よ さ

や楽 しさを体感 させ る こ と」 と 「仲 間 とのか かわ り合 い」 に迫 る こ とにつ な が る と考 え た。

また 、 この運 動 は 、 リズ ムダ ンス の楽 し さを求 め て 自 ら活動 を工夫 してい くこ とがめ あて

とな る学習 で あ る と考 えた。

そ こで、 本年 度 は 、 「表現 運 動 の 楽 しさを求 め、 自 ら活 動 を工夫 す る体 育 学 習」 を研 究主

題 とし、表 現運 動 の リズ ム ダン スに焦 点 を当 てて研 究 を進 め る こ とに した。

皿 研究の構想

研究主題 表現 運 動 の 楽 しさ を求 め 、 自 ら活 動 を工 夫 す る体 育 学 習
一リズムダンスの学習を通して一

基 礎 研 究 〉 E

F

調 査 研 究

一目指 す 児 童 像

Oリ ズムに乗って楽 しく踊 る児童

O動 きを工夫 して楽 しく踊る児童

O友 達とかかわ り合って楽 しく踊 る児童

W一研 究 仮 説
リズム ダ ンスの楽 しさを体感 で き、そ の楽 しさを 自 ら求 め て

い け るよ うな 支援 を工夫 すれ ば、 目指す 児童像 に迫れ るで あろ う。

立
T

○ リズ ムダ ンスの楽 しさ を体感 で き る学 習の 工夫
1楽 しさの探 求 につ なが る学 習過程 の 工夫

(研 究 の 内容)2動 きを引 き出す ため の手だ ての 工夫

3学 習資 料の 工夫

ま

1実 証授 業 ・分析 と考 察1
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N研 究 の 内 容

1調 査 研 究

(1)調 査 の 目的
表現 運動 領域(特 に リズム ダ ンス)に お け る児童 の意 識や 動 きの実 態 と教 師 の意識 を探 り、
本 年度 の研 究 を進 めて い く上 での 手が か りとす る。
今年度 は従来 の質 問紙法 に加 え視聴 覚機 器 の活用 によ る調査 方法 を導入 し、 よ り多角 的な面
か ら実態 を 明 らかにす る こ とに した。 た だ し、今 回 の調 査 は新 学習 指 導 要領 へ の移 行 措 置期
間 中で あるた め、学習経 験や 指導 経験 を通 しての調 査で は ない。

(2)調 査 の 方 法
① 調査期 間 平成12年6月 中旬 ～ 下旬
② 調査方 法 ア 質 問紙法 に よる意識調 査

イ デモ テー プ によ る リズ ムダ ンスに使 用 したい 曲の試 聴調 査

ウVTRに よる動 きな どの実 態把握
③ 調査対 象 と対象者 数
児 童 研 究 員 所 属 校 の 第3,4,5,6学 年 児 童
教 師 研 究員第3分 科 会 所 属 校 及 び 所 属 地 域 の教 師

質 問 紙 法
第3学 年 第4学 年 第5学 年 第6学 年 合 計

児 童 239人264人279人242人 1024人
教師 314人

試 聴 調 査 児童 295人1294人1267人1308人 1164人

教師 341人
VTR調 査 児童 各 学 年9～10学 級 38学 級

(3)調 査 の 結 果 と分析
ア 質 問紙法 に よ る意識調 査
・「リズム ダ ンスで楽 しいのは(触 れ させ たい楽 しさは)ど ん な こ とです か」《児 童(教 師)》
一一

(かかわり〉-1
友達と仲良くできる

リズムに乗って気持ちよく踊る

夢中になって踊る

友達と動きを合わせて踊る

自分で考えた動きで踊る

1

1

1

1
1

1 口教師

■児童
I

I

■

1

a% lox 40% 60% ao% 100矧

・「リズム ダンスで楽 しくな いと感 じる点 は何 です か」《児童 》

「 一 一 一 一 一一一1

1動 き方 が 分 か らない

… 気 分 が 乗 、な、、一 一 一一fI

I
I友 達の前で恥ずかしい

「

一 1

上 位 の5項 目で は 、 割 合 や 饗

順位 は違 うものの 、か かわ り;霧
合 い、 リズム に乗 って踊 る こ 羅

羨濃 鍍毒黍芭雲モ認 壕
と らえ て い る こ と は 、 児 童 ・ ・

、教 師 と も に 共 通 して い る 。

リズムに乗って踊 れない

0%5%10%15%20%25%30%35%i

・「リズ ム ダンスの指 導で難 しい と感 じる点 は何 ですか」 《教師 》

子どもが恥ずかしがる

動きやその引き出し方

教師 自身が恥ずかしい

学習の進め方

で
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数
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縛
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懸

轍諜

0%70%20%30%40%50%60%70%

・「ど うす れ ば 、 リズ ム
ダ ン ス が 楽 し く な る と

思 い ま す か 。」 《児 童 》

友達と一緒 に踊る

踊りを考える、創る

とにかくいっぱい踊 る

い ろいろな曲を選んで踊る

上手になれ るよう練習する

0% 10% zo% 30% 40% 50% 60% 70%
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・「リズ ム ダンス を指導す るときに大切 に した い ことは何 です か 」 教師 》
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に
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イ デ モ テ ー プ に よ る試聴 調 査
この調査 は 、児童 が体験 的 に一度 リズム ダ ンス を踊 った後 に実際 に 曲を聴 き、回答 を した もので
あ る。 ま た、教 師 に も実 際 に聴 い て も らい回答 を得 た。サ ンプル として は、 リズム のジ ャ ンルや テ
ンポ の異 な る下 の9曲 を取 り上 げ、そ こか ら リズム ダンス に適 した曲 に共 通す る要 素 を探 った。
・「リズム ダ ンスで は どの 曲で踊 ってみ た いです か(使 用 したい ですか)」 《児童(教 師)》

バタフライ

恋のダンスサイト

恋人違のクリスマス

プリン賛歌

テキーラ

トリッチトラッチホ7bh

ブラジル

リミックスクラッシュゲループ

ホンキートンキー7Vイシ.一

L_.oxioxzox_墾.一 」墜 ・脳 ・眺 ・㎝ ・墜 ・侃1・ 脇

ウVTRに よ る 動 き な ど の 実 態 把 握

こ の 把 握 は 「曲 に 合 わ せ て 自 由 に 踊 る 」

児 童 が ダ ンス をす る際 に 好6
華む音楽 に は
① 現代 的 な リズム
② 歌詞 よ りも リズム を重視
③ 親 しみ やす い メ ロデ ィー

④ 音色 は軽 やか な もの
以上 の よ うな傾 向 が あ る 。簾

とい う条 件 の 下 で 、 『だ ん ご3兄 弟 』、 『ゴー ル ドフ ィ ン

ガ 」99』 、『エ ブ リバ デ ィ ジ ャ ム 』 の3曲 を順 に一 度 踊 っ て も らい 、 そ の 様 子 を撮 影 し分 析 した 。

な お 、 そ の 分 析 の 観 点 は 「動 き の 種 類 」、 「曲 に よ る 動 き の 違 い 」、 「踊 っ て い る と き の 隊 形 」、
「集 団 」、 「友 達 と の か か わ り」 とい う5点 と した 。

綴 ≧1;懲蠣 …雛 搬 劉 諾・一 鮮 雌 騨 ∵ 四 …'・ ・貯 ∵ 鰭 ・掌'饗 羅1

難8董 妻朧 暴 芳離 纒 あ畿 響'児 童はレパ刑 一が多く・組み合わせる・難難

朧 欄 講 嬌 饒 燃 蠣 象なとんどである.灘

灘 郷 鱒 轟 翻 離嬬 凌辣 禦 鮒 斜轡 鷺 く・夢。
(4)考 察及び研究の視点 との関連 ◎質問紙法 より☆VTRに よる把握 より◇デモテー プの視聴よ り

◎ 児 童 の 意 識 や 願 い
・ リズ ム に 乗 っ て 踊 る と楽 しい 。
・友 達 と一 緒 に 踊 る と楽 しい 。
・動 き方 が わ か ら な い。

【目指す 児童像 】
・リズム に乗 って楽 しく踊 る児 童
・動 き を工夫 して楽 しく踊 る児 童
・友達 とかかわ り合 って楽 しく踊 る児 童

◎児 童 と教 師の 意識 ・願 いの分析 よ り

かかわりロいを重視しながら、心と体を
解放させ、動き方やリズムの乗り方に十分
い こ が,で

☆ 隊形 の分析 よ り

基本的な動き方や、動きを引き出す
ための活動を提示していく必要がある。

◇ リズム ダンス で使 い
た い曲 には共通 の要

素 があ る。
◇踊 りや す い 曲 をお さ
える必要 があ る。

リズ ム ダ ンスの 楽 しさ を

体 感で きる学習 の工 夫

ように選曲することが大切である。

誌

☆ 動 き の
レパ ー ト リ

の 分 析 よ り

☆集 団づ く り
の分析 よ り

かかわり合いが活発化する集団編成
を考えていくことが必要である。
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2研 究 の 考 え方 と具 体 的 内 容

(1)リ ズ ム ダ ンス の と らえ方

① リズ ム ダ ンス の 特 性(リ ズムダンスを通して子 どもが触れ ることのできる楽しさ)

○ リズ ムに乗 って、 自由に体 を動 かす こ とが楽 しい。

○ アイデ ィアや 工夫 を凝 ら し、 リズ ムに合 っ た動 きを 工夫す るこ とが 楽 しい。

○ 形 や順番 に と らわれ ず 、毎 回新鮮 な気 持 ち で踊れ るこ とが楽 しい。

○ 友 達 の動 き をまね した り、合 わせ た りして踊 る こ とに よって共感 で き る こ とが楽 しい。

○ 友 達 と踊 る こ とを見合 うな ど、 か かわ り合 うこ とが楽 しい。

② リズムダンスにおける学び方

リズ ムに合 わせ て体 を動 か した くな る欲 求(本 来 もって い る欲 求)を 充足 してい くこ と

に よ って 、 自然 に さ らな る楽 し さへ の欲 求(発 展 的 な欲 求)が 生 まれ る。 「もっ と楽 しみ

た い」 とい う思 いか ら、 「どん なふ うに楽 しみ た いか 」 「よ り楽 し くす るた め に は ど うし

た らよいか」 な どの めあ てが 生 まれ 、課題 を解 決 す る学習 が必 要 にな る と考 えた。

リズ ム ダ ンス に お け る ・め あて学 習 は

楽 し さ を 探 求 して い く学 習 で あ る。

まず 、小 学校 段 階で は人 間 が本 来 もってい る

欲 求 、す なわ ち リズ ム に合わ せて体 を動か し

た くな る欲 求 を充足 させ 、 心 と体 を一 体 と し

て と らえ、心 と体 の解 放 をはか るこ とが重 要

であ る。

活 動の 工夫 の観点 を明確 にす る。

・部位 ・方 向 ・並び 方 ・相 手 ・人数

・リズム の特徴 ・乗 り方

関連 し合 う三つ の主 な楽 しさは、

Aリ ズ ム に乗 って楽 しく踊 りたい。

B友 達 とかか わ り合 って楽 し く踊 りた い。

C動 き を工夫 して 楽 しく踊 りたい。

さ らな る楽 しさへ

X1

X2

X3

展 的 な 欲 ・'

A¥X3

・X2

活動 の 工夫
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(2)研 究 の 具 体 的 内 容

① 楽 しさの探 求 につ なが る学 習 過 程

リズ ム ダ ンスに おい て 、児童 が 自 らの楽 しさを探 求 して い くた めに は、心 身 を解放 させ

なが ら、 リズム ダ ンス の特性 を十分 に体感 で き るよ うに し、それ を も とに 自己の求 め る楽

し さをめあ て と して活動 を工夫す るプ ロセ ス を踏 む こ とが重 要 で あ る と考 えた。

そ こで 、1単 位 時 間(45分)の 学習 の流れ を 「ワ クワ ク タイ ム」 「エ ン ジ ョイ タイ ム 」

「ノ リノ リタイ ム」 の3段 階で構 成 した。 さらに、児 童 の実 態や発 達 段 階 に合 わせ て単元

の流れ や 前記 の3段 階の 時間配 分 を弾力 的 に扱 うよ うに した。

騨甥鍬 段鍬 、,、謁 輪糊 認 魍 急.忌饗 讐 む勃 鵬 黎 『
特性 に触れ る楽 しさを味わ う。 タイム」で意識化 していく。 重点 を移 していく。

「ワクワクタイム」で 目

指す心と体の解放や仲間

との交流な どは、体ほ ぐ

しの運動のね らい と共通

している部分がある。

ワク ワ クタ イム や さ しい動 き か ら み ん な で楽 しも う

(心 と体を解放して、リズムダンスの特性に触れる時間)

味 わ った 楽 しさ を グル ー プ で0く りませ よ っ

(ワクワクタイムで味わった楽しみ方を基,Lして、更に楽しさを探求する時間〉

② 動 き を引 き 出す た め の 手 だ て

「動 き方 が分 か らな い」 「恥 ず か しい」 とい う児童 が多 い実 態 を受 け、動 き を引 き出す 支

援 の一 っ と して 、 リズム ダ ンス の楽 しさを体感 で き る活 動 と して ダ ンス遊 び を用 意 した。

この活 動 に よ り児 童 は リズ ム ダ ンスの 特性 に触 れ 、 動 き方や リズム の乗 り方 とい った技 能

を身 に付 け る こ とがで き る と考 えた。

また 、 この 活動 で は人数 、方 向 、隊形 とい っ た工 夫 の観 点 を示 す こ とに よ り、 児 童 自 ら

が活動 を変化 ・発 展 させ る こ とが で きる よ うに した。

鞭 鍔1羅 翻;ll:::1:1
③ 学 習 資 料(選 曲)「 動きが合ってきたよ」

初 めは、 下 にあ げた児 童 が好 む傾 向 の 曲や 乗 りや す い リズム の 曲を取 り上 げ る。 学習 の進

展 に よ り、 多様 な リズムや テ ンポ に触 れ させ た り、児童 が選 択 で きた りす る よ うに支援 して

い く。

・現代 的 な リズ ム、 中で もア ップ テ ンポな ロ ック ・ポ ップ系 の リズ ムの 曲

・歌詞 や イ メー ジ よ りも リズ ムそ の もの を意識 しやす い曲

・親 しみ やす い メ ロデ ィー、繰 り返 しのあ る展 開 を もつ曲

・音色 は、比 較 的軽 やか な印象 を残 す 曲
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3実 践 事 例

(1)第3・4学 年 「リズ ム ダ ンス 」(5時 間 扱 い)
① 学 習過程(第3学 年)
時間 1121314.5
段
階

楽 し み 方 を 知 る
楽 し み 方 を 工 夫 す る

児

童

の

活

動

○学習の流れ を確認す る。(各 時の めあて)
'、

動きを変 えて
楽 しむ

㌧ 」

→
'、

友達 と合 わせて
楽 しむ

、 ノ

→
!、

い ろい ろ な リズ ム
に乗 って楽 しむ

、 ノ

→ 〔自分たちで選んで楽・司

rやさ。2動観 クみ鴛 でb。もう』1
○音楽に合わせ て体 を動か し、心 と体を解放す る。

.

Oダ ン ス 遊 び に よ り リズム ダ ンス の 楽 し さを味 わ う。(各 時の活動例) i児童の実態 に応 じた体ほ ぐし1
・》i心 ほ ぐ しの運 動 や ダ ンス遊 びi《カ ー ドで ダ ンス 》

・カ ー ドめ く り →

《合 わ せ て ダ ン ス》

・ミラー ダ ンス

・ダンスキャッチボール

→

《リズ ム で ダ ンス 》

・サ ン バ ・ロ ッ ク

の び っ く り箱

1..=.:_.._.._.._.._._:_.._.:_.._.._.._=:_J

・リズ ム ダ ン ス の楽 しさや 活動 の/
'

,'

工夫の観 点を確認す る0/

,,'"

,,'"

,,'"

,,'"
,'

○ダンス遊 びを選択 して楽 しむ。

○心 と体への問いかけの時間
・ワクワクタイムで味わ った楽 しさを確 認す る。

}r味 わった戴 ぎ～ 男。≦姦 急く鬼 ませよう』1

宝ζ生謎 三壷.鷺聾盆 禁 難 峯翅 額就

i並」び方 .を.変え て1

i部位 を意識 して

iい ろいろな方向へ
l

Iア クセ ン ト・変化.を」付」旦エ

○心 と体への問いかけの時間
・活動 の工夫や 味わった楽 しさを共有 し合 う。

」相手や人鵯 てi→iリ ズムの蟹 てii㌫ 亥談 鴨 鍍 蕪
曝 一2方.を工去 して 1; .至 し血}1-」 悲_.一._一_

lrふ くらまし侵 し≦必 影 冶 由に踊ろう』1
○本時の学習を生か し、みんなで 自由に踊 る。

9罵 躾 搬 り、楽しさを賄 し合う。
・次 時 の め あて を 考 え る。

○今 ま での 学 習 を生 か し、 み ん な

で 自由 に踊 る。

(リ ズ ムの 違 う曲 の メ ドレー で)

教師

の
支
援

・ワ ク ワク タイ ム で は 、今 も って い るや さ しい 動 きか ら始 め る こ とで 心身 を解 放 し、 リズ ム ダ ンス の 楽 し

さを 十分 体感 で き る よ うに す る。
・心 と体 へ の 問 い か けの 時 間 で は 、楽 しさ と工 夫 の観 点 を 意識 で き る よ うにす る。
・エ ン ジ ョイ タイ ム で は、 工 夫 の観 点 を具 体 的 に示 し、 児 童 自 ら楽 しさを探 求 で き る よ うにす る。
・児 童 の動 きを 肯 定的 に とら え、教 師 も共 に活 動 す る こ とで 児 童 が 安心 感 を もっ て活 動 で き る よ うにす る。

(4学 年)
時間
段階

児

童

の

活

動

教
師

の
支
援

1

楽 しみ方 を知 る
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楽 し み 方 を 工 夫 す る
愚"の こ

ワク ワ クタ イ ム
やさしい動きから みんなで楽しもう

しい の ダ ン ス し

て 、 心 と体 を解放 す る。

○ ダ ンス 遊 び に よ り、 リズム ダ

ン スの 楽 しさ を味 わ う。

○ 心 と体 へ の問 い か け の時 間

3の 日、に っ こダ ン ス

遊 び を振 り返 りなが ら、 活 動

の 工夫 の観 点 な ど確 認す る。

学習を≦挺 指 畿 踊ろう
○ 子 酋 し ここ 一 に して 、 み

ん な で 自由 に踊 る。

○学 習 の ま とめ を し、楽 しさ を

共有 し合 うと と もに 、今 後 の

め あて や 計画 を立 て る

学 習 の流れ を知 る.

ー やさし、マ動潔 らクみ鴛 轟 しもう
ダンス遊びによ り、
心 と体への問いか けの時聞

リズムダンスの楽 しさを味ね」

○ 分 が'尺 し こめ て に りグル ー つ く り、 工 して る。

〈活 動 例 〉

《カー ドで ダ ンス ・合 わ せ て ダ ン ス ・リズ ム で ダ ン ス 》
・3年 生 で経 験 した ダ ンス遊 び を基 に 工 夫 しな が ら踊 る。
・グル ー プ ご とに 自 由に 工 夫 しなが ら踊 る。

○心 と体への問いかけの時間
・活動 の工夫や味わった楽 しさを共有 し合至

ふくらまし侵 し≦誌 家羨 台由に踊ろう
Orで の 子 …

○ 学 習 の ま と めをす る。

か し、 み ん よで に踊 る。

・体 感 した 楽 しさ をめ あ て と して 意 識 し
、楽 しみ 方 の 活動 を選 択 した り工夫 した り、 で き る よ うに す る。

・ワ ク ワ ク タイ ム では 十 分 に 楽 し さを体 感 で きる よ うに して
、 エ ン ジ ョイ タイ ム で の活 動 選 択 や 工 夫 につ

な げ られ るよ うにす る。
・エ ン ジ ョイ タ イ ムで は 、 工 夫 の観 点 を 具体 的 に示 し、 児童 自ら楽 しさを探 求 で き る よ うにす る。
・児 童 の 動 きを 肯定 的 に と らえ 、教 師 も共 に活 動す る こ とで 児童 が安 心 感 を もっ て活 動 で きる よ うにす る。
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② 授 業 事 例(第4学 年 の3/4時)
ね らい ・自△で〉くしみ方 を選 び こ動 を工

;=-.as活 動
るこ とがで る ・ ○='

1本 時 の学習内容 を確 かめる。

2[互 互互Z巫 コ
・リズムに って 達 と全 身 じゃん けんをす る。

・リズムに合 った動 き方や 乗 り方で 、友達 と リズ
ム ダンスを楽 しむ。

3心 と体へ の問いか けの時間
・ワクワクタイムで味わ った楽 しさを共有 し合 う。

411エ ン ジ ョイ タイ ムll

前半一一自分 が選択 した楽 しみ 方で踊 る。
・経 験 したダ ンス遊 びを基 に工夫 して踊 る。
・グルー プ ごとに自由に工夫 して踊 る。

後 半一一グルー プ ごとに気 に入 った動 きをつなげて

自分 たちが選んだ 曲で踊 る。

5ノ リ ノ リタ イ ム

・ つ よげてダ ンス」 でできあが った踊 りを発表

し合い 、み んなで 自由に踊 る。

6学 習の ま とめ

本時 を振 り返 り、次時 のめあてや計画 を立て る。

自 の 支 轟
・本時 の学習の流れ 、内容 を確認す る。

・じゃんけんの始 ま りを教 師が指示す る。勝 った とき、負
けた ときの踊 りを工夫す る よ うに指示す る。
・い ろいろな リズム の曲(メ ドレー)を 使 い、その 曲に合 っ
た動 き方や乗 り方 を取 り入れ るよ うにす る。

◎心身 を解放 させ、楽 しく踊 ることが できたか。

◎ リズムに合 った動 きや乗 り方 で楽 しむ こ とがで きたか。
・発表 し合 った楽 しさを肯 定的に受 け止 め、 リズムダンス
の楽 しさをみんな で確認 し、エ ンジ ョイ タイムへ の意欲

付 けをす る。

・人数 に応 じて4～6人 程度 の グルー プを作 る。
・場 ご とに使 用す るカー ドや ミニデ ィスク(MD)を 用 意

す る。
・動 きに高ま りの見 られ ない グルー プには、動 きのかけ合
いや お互い に逆の動 きをす るな どの工夫がで きるよ うに

ア ドバイスす る。

・リズムダンスの特性 に触れ ることのでき る曲 を準備す る。
・「っなげてダンス」の曲の長 さは1分 を超えない程度 とする。
◎ リズムダンスを よ り楽 しむために工夫 して活 動で きたか。

・なるべ く曲 に切れ 目がない よ うに、各 グループ が選 んだ
曲をメ ドレーで流す。 グループの選 んだ曲が流れ た ら、

中央 に きて踊 り、周 りの児童 もそれ に合わせて踊 る。

◎学んだことを生かして、リズムダンスを楽しむことができたか。
・カー ドを記入 し、お互 いの よい動 きを発 表 し、次時へ の

意欲 を高め る。

〈動きを引き出すための手だて(ダ ンス遊びの例)〉

カーFで ダンス
カー ドに載 って いる動き の絵 を基 に して、 いろい

な動 きを楽 しむ。

カー ドの動 きを変化 させ る と動 きが広 が って い く。

例:前 だ けで な く左 右で、高低差 をつ けて

リズムてダ ンス
メ ドレー で曲 を流 し、 リズム に合 った動 きや乗 り

方 を工夫 して楽 しむ。

慣れ て きた らいろいろな ジャンル の 曲を

取 り入 れてい く とよい。

合わせてダンス
友達同士で動きを合わせた りして呼応 して楽 しむ。

同 じ動 きだけでな く、逆 の動 きをす る、 交互 に動 く
な どの 工夫 を してい くとよい。

つなげて ダンス

気に入 った動 きや考 えた動 きをつな げていき、選ん

だ 曲に合 わせ て踊 る。

児 童が用意 した 曲(リ ズムダ ンスの特性 に触 れ るこ
とので きる曲な らOK)を 使 うの もよい。
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V研 究のまとめ

本年 度は、保健領域 、表現運動領域 の二つの領域 につ いて、それ ぞれ研 究の仮説 を基 に研究 の視

点、具体的な手だてを考え、研 究を進 めてきた。 この研究 の仮説 を検証す るために、実証授業後 の

事後調 査、学習カー ドの読み取 り、児 童の観察 な どを行 い、児童 の変容 か ら次 の成果 と課題 が得 ら

れた。

ぐ腸 箔 τ;:』慰;燕 鍔「体姦 繍 謀 照 τζ照 愚 き
興 味 ・関心 ・意欲 を もって学習 に取 り組み 、 自分 の心や体、健康 ・安全 に対す る理解 を深 ・

め、健康 ・安全 な生活の大切 さを実感す る上で有効であった。

亀2体 験 を通 した 「実践的な理解 」は、児童 が、今後 の生活 に生か していきたい、 こんな方i

法 で 取 り組 ん で い きた い 、 とい う健 康 な 生 活 を送 ろ うとす る意 志 や 意 欲 を 高 め 、健 康 な 生1

活 を送 るた めに 必 要 な 対 処 の 仕 方 を身 に付 け るな どの 「実 践 して い くカ 」 の基 礎 を 培 うこ亀

とに つ な が っ た。

しr..r〃r._____.__、_一._.」7、_.」._.」r_.御._4r、_.r_、5_.__.創 、5.」

ぐ署 ㌫懇 罵 盤 とが匙驚 蕪概 都τ融
科 等 との関連 を今後 さらに考 えてい く。

し.甥腸 諮2竺磐搬讐2鑓覧2三蛭髭整鑑 三怒莞訟 Σ」

表現運動

ぐ1π認1難麟 ∴ 灘欝罵1鶏
ダンスの特性 に触れ 、楽 しさを味わいな が ら活動 を工夫 し、学習 を進 めるよ うになった。i

l2「 動 き方 が分 か らない」 「恥ずか しい」な どの抵抗感 を もっていた児童 も、動 きを引きi

出す た めの手 だて として ダンス遊び を取 り入 れ るこ とで、 リズム に乗 った動 きや工夫 し陶

た動 き、友達 とかかわ り合 った動 きが 自然 と生まれ るよ うにな り、手だてが有効であった。 亀

13児 童にな じみのあ る曲だけでな く、様 々な リズムの曲を用意す る ことで、 よ り意欲 的に1

な り、いろい ろな乗 り方や動 き方 をす るよ うになった。

し 膠_〃___〃___..r__.」r_._,」___.__,____._.一.,____,__.」2

ぐ』鰹篇撚 聴篇概;轟 潔薦 凝;顎 薫 搬7創、
・2「 表 現 リ ズ ム 遊 び 」 や 「表 現 」 と の 系 統 性 を 考 慮 に 入 れ た 学 習 計 画 を 立 て て い く 。

'3楽 し さ を 探 求 す る 学 習 に お け る 評 価 の 観 点 ・評 価 基 準 を 明 確 に し て い く
。

㌧rノ ー7ノーrノ」匿ノ躍 ノーrノ」r.」7,」 匿,」膨ノー7,_ノ 」置,-7ノ 」膨,響.」rノ 」■rノ」膠 ノ_.-7ノ_〃 ■rノ」rノーrノー..一.,-rノ.■W」 膠ノ」r.ノ
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